
局 部 課

3 年度

9

10

当該指標を選定した理由 　より多くの患者が学習会に参加することで、難病患者の療養生活の質の向上につながるため

目標値の設定根拠・算出方法 　学習会参加人数

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
実績 目標

目標値 700 700 700

実績値 649 160

達成率 93% 23%

目標値の設定根拠・算出方法 　難病患者の学習会における参加満足度アンケート

実績値 96.7 96.1

達成率 97% 96%

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和7年度 

点検年度

事業の成果や活動実績の測定

11

成果指標(目的の達成状況を測定) 単位
実績 目標 目標

難病患者支援センターにおける学習会

参加者の満足度
%

目標値 100 100 100 100

当該指標を選定した理由
　難病患者支援センターにおける学習会に参加した患者が、当該学習会の内容に満足し自らの療養生活に

資することで、難病患者の療養生活及び疾病における質の向上が期待できるため

令和元年度 令和2年度 令和3年度

難病患者支援センターにおける学習会

参加者数
人

Ⅱ．事業目的の達成状況

8

事業内容

（目的を達成するための手

段）

※スケジュール、実施方法・手

段、事業規模・回数など

○難病患者支援センターの管理運営を大阪府特定疾患研究会に委託し、患者交流会や疾病別の学習会、患者会

活動の支援、ピアサポート等、難病患者支援の拠点として事業を展開する。

○在宅で人工呼吸器を使用している指定難病患者に対し、 医師の指示のもと診療報酬で定められた回数を超える訪

問看護を受ける場合、その回数を超えた訪問看護にかかる費用を公費負担する。

○難病患者等を担当するホームヘルパーの資質向上を図るため、専門の養成機関等に委託してホームヘルパー養成研

修を実施する。介護職員初任者研修修了者などを対象に、難病基礎課程Ⅰ及び難病基礎課程Ⅱに分けて、各１日

を予定（定員各50名）。

主な支出先（委託・補助金・負担金等） 大阪府特定疾患研究会、訪問看護ステーション

※国・府の基準より上回って実

施した内容を具体的に記載

6
事業の対象
（対象とする人や物、対象数）

難病患者とその家族、市内で難病患者等に対しホームヘルプサービスを提供する事業所のサービス担当者

（堺市特定医療費（指定難病）受給者証交付件数：R3.3.31現在7,276人）

（ホームヘルプサービスを提供する事業所数：R3.4.1現在約900件）

公民連携・協働事業

7
事業の目的
（事業実施によりめざす状態）

　難病患者支援センターにおいて、疾病別の学習会や患者交流会を行い、難病患者の療養生活の質の向上や在宅で

の適切な医療の確保を目指す。

5
事業の実施主体
（実施主体となる団体等）

本庁

点検年度 令和 7 年度

2 関連計画

事業開始年度 平成 8

無 現状値 ― 目標値 ―

堺市SDGs

未来都市

計画

施策

との

関連

有・無

寄与

する

KPI

ゴール

有・無 指標名

実施根拠
難病の患者に対する医療等に関する法律（難病法）、療養生活環境整備事業実施要綱

（根拠法令、条例等）

指標名 ―

―

―

―

施策― 　―　

取組の方向性 ―

   ―   ターゲット

寄与

する

KPI

有・無

無 現状値 ― 目標値

無

4

事業の概要

Ⅰ．基本情報

無 取組      ―     

事業の位置付け

1

堺市基本

計画

2025

施策

との

関連

有・無 戦略

事務事業名 療養生活環境整備事業 事業番号 011-219

担当部署名 健康福祉 健康 保健所　保健医療

令和３年度　事務事業評価シート（１）

[ 令和2年度事務事業 ]
一般会計 事務事業分類 A　一般事務事業



（ ）

14

15

うち

一般財源

R3 予算

単位区　　分 令和元年度

649

3,520

5,424

令和2年度

160

3,520

22,000

R3 予算

R2

KPI等への寄与（基本計画等のKPI・取組の方向性や事業の目的の達成にどのように寄与したか）

19
　難病患者支援センターにおける相談事業や学習会により情報提供を行うとともに、在宅人工呼吸器が必要な患者への支援を行うことにより、難病

患者の療養生活の質の向上や在宅での適切な医療の確保に寄与したものと考える。

Ⅴ．評価
費用対効果に係る所見

18

　令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、難病患者支援センターにおける相談件数・学習会の開催数、参加人数ともに減少した

ため、費用対効果は低い結果となった。

　本事業は、難病患者の療養生活の質の向上において必要であり、コロナ禍においても適切な相談支援や学習会開催が実施できる手法（WEB活

用など）を検討し、費用対効果を上げる必要がある。

③ 単位当たり経費（②÷①×1,000円） 円/単位

② 上記①にかかる年間経費 千円

備考（算出についての説明等） 難病患者支援センター運営費の人件費で計算

R2 決算 R2 決算

① 難病患者支援センターにおける学習会及び交流会参加人数 人

Ⅳ．事業の効率性
単位当たり経費

17

R3 予算 R3 予算

R2 決算 決算

R2 決算 R2 決算

役務費

R3 予算 R3 予算

委託料
R2 決算 34,339 17,921 R2 決算

事業費

R3 予算 35,997 17,999 R3 予算

16

事

業

費

内

訳

項　　　目 年度 事業費
うち

一般財源
項　　　目 年度

R2 決算

R3 予算 0 0 R3 予算

R2 決算 4 0

年間経費(ｃ)=(a)+(ｂ) 34,737 36,710 37,290 39,263 40,097

事業費の内訳 （単位：千円）

一般財源 13,726 17,477 16,187 17,921 17,999

人件費  （ｂ） 5,330 5,265 4,920 4,920 4,100

受益者負担金(使用料、手数料等）　

その他

財

源

内

訳

国支出金 15,681 13,968 16,183

29,407 31,445 32,370 34,343 35,997

16,422 17,998

府支出金　

決算 決算 予算 決算 予算

13

項　　　目
平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

Ⅲ．投入量
事業コスト （単位：千円）

事業費  (a)

市債

事務事業名 療養生活環境整備事業 事業番号 011-219

令和3年度　事務事業評価シート（２）


